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 北海道大学 社会科学実験研究センター 
2025 年度年次活動報告書(2026 年 7 月) 

 
※センターの沿革などについてはホームページへ掲載しております。 
https://lynx.let.hokudai.ac.jp/cerss/ 
 

１．社会科学実験研究センターとは 

（１）センターの理念 

・社会科学における実験研究のための手法の開発と普

及を通して、社会科学の実験科学化を推進する。 

・社会科学における実験研究の本格的導入により、人

間科学と社会科学の双方に対して共通の対話可能

な研究環境を提供する。 

・人間・社会科学における実験研究のための国際実験

ネットワークの構築を進め、世界各国の拠点を結ぶ

国際実験の促進をめざす。 

・実験研究を通して人間科学と社会科学とを結びつけ

るための研究活動を行い、その成果を国際的に発信

することのできる若手人材を育成する。 

（２）センターの主な役割 

・社会科学実験の国際拠点として先端的研究を展開

し、研究成果を国際発信する。 

・社会科学実験の中心として、他大学の研究者との協

力のもと、若手研究者を育成する（博士研究員・リ

サーチャーの受け入れ、ワークショップの開催等）。 

（３）施設概要 

北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟 6 階

に、1）集団実験室、2）国際ネットワーク実験室、3）感覚

システム実験室を有している。これらの実験設備は、国

際的にも最高水準の社会科学実験施設である。 

２．2025 年度の活動実績の概要 

（１）施設利用 

実験室での対面実験への参加者数は 2024 年度に

引き続いて回復し、同時にオンライン実験も実施され

ている。 

・実験室稼働総日数：延べ 121 日 

・実験参加者数：延べ 2,948 名 (32 プロジェクト) 

 また、2014 年度より利用を開始した磁気共鳴画像装

置(MRI)の 2025 年度稼働日数は 184 日、実験参加者

数は 238 名であった。 

 

（２）研究業績 

表 1 2025 年度の研究業績 

(人文・社会科学系教員および院生・研究員に限定。詳

細は「p. 8～14 研究業績一覧」参照) 

著書・分担執筆 

全 15 件 洋書： 2 件 和書：13 件 

学術論文 

全 27 件 国際誌：17 件 国内誌：10 件： 

学会発表 

全 56 件 国際学会：16 件 国内学会：40 件 

 

（３）競争的資金獲得 

・科学研究費補助金：33 件、総額 82,692 千円（うち人

文・社会系 29 件・43,592 円） 

・その他の研究助成：30 件、109,138 千円（うち人文・社

会系 16 件・61,188 千円） 

(※分担者に関しては分担額を算入)(詳細は「資料 3

競争的資金獲得状況(p. 5～8)」参照) 

（４）拠点間連携 

 連携研究員との活動を通じて、海外の先端研究拠点

との連携を引き続き推進している。例えば、前センター

長の結城雅樹教授は、オックスフォード大学社会的凝

集性研究センター所長であり、同大学社会人類学科長

でもある Harvey Whitehouse 教授が主導する心理学・

人類学・歴史学の融合を通じて人間行動と文化の進

化・発展を検討する国際共同研究プロジェクト Seshat、

また英国サセックス大学と同国公共放送 BBC Radio 4

による善行に関する多国間比較プロジェクト The 

Kindness Test にコンサルタントとして参画しているほ

か、ブリティッシュコロンビア大学、シカゴ大学を始めと

した世界各地の先端研究拠点との共同研究を進めて

いる。センター長の大沼進教授は、PLOS Climate や

Royal Society Open Science 等の副編集委員長をはじ

め様々な国際誌のエディタを務める香港科技大学社

会科学部 Kim-Pong Tam 教授と、環境行動の国際比

較調査の共同研究を推進している。兼務教員の竹澤

正哲教授は、マンハイム大学データサイエンスセンター
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所長 の Jutta Mata 教授とともに、DFG（ドイツ研究振

興協会）のグラントにより文化進化学に関する国際共

同研究を遂行している。また 日本学術振興会外国人

研究者招へい事業により招致したクラークソン大学

Andreas Wilke 教授と、適応的認知についての共同研

究を継続している。 

 国内の主要拠点との連携も強化している。2021 年度

からは、京都大学情報学研究科教授で、令和 8 年度

文部科学大臣賞をはじめ人工知能学会の業績賞や功

績賞、国際知識情報創造システム学会など国際学会

で数々の優秀発表賞を受賞するなど、マルチエージェ

ントシステム分野ではトップランナーの伊藤孝行教授を

連携研究員に迎え、JST-CREST などを通じた共同研

究を行っている。 

 

（５）若手研究者の支援とその成果 

・日本学術振興会特別研究員：3 名 (表 2) 

・本センターで研究を行った大学院生の競争的外部資

金獲得：8 件、学術賞：7 件 (表 3)  

表 3 2025 年度に院生および研究員が獲得した

学会賞・学術賞・フェローシップ・研究助成 

氏名 学会賞・学術賞・フェローシップ 

相馬ゆめ 2025 年度日本リスク学会奨励賞 

日下部春野 
日本社会心理学会 2025 年度奨励論文賞(前

田友吾・結城雅樹と共著) 

神田朔・周

宇暉 

日本視覚学会 2025 年度鵜飼論文賞(金子沙

永と共著) 

日下部春野 
日本人間行動進化学会第 18 回大会若手発表

賞 

齋藤悠輔 
日本人間行動進化学会第 18 回大会若手発表

賞 

周宇暉 
第 60 回赤い糸会優秀エンレイ賞(北海道大学

先端人材育成センター主催) 

相馬ゆめ AIP チャレンジプログラム 

相馬ゆめ 科学技術融合振興財団補助金助成 

竹西海人 科学技術融合振興財団補助金助成 

日下部春野 科学技術融合振興財団補助金助成 

竹西海人 日本財団 HUMAI プロジェクト(奨励金 A) 

齋藤悠輔 日本財団 HUMAI プロジェクト(奨励金 A) 

小野さくら 
北海道大学大学院文学院「共生の人文学プロ

ジェクト院生旅費支援」 

渡邉芳彦 
北海道大学大学院文学院「共生の人文学プロ

ジェクト院生旅費支援」 

相馬ゆめ 北海道大学文学院「楡文賞」 

 

（６）教育活動  

大学院共通授業科目「入門ベイジアンモデリング」を

開講した。 

本学のサマープログラムである Hokkaido Summer 

Institute 2025 (HSI2025)を、世界第一線の環境心理学

者 Kim-Pong Tam 教授（香港科技大学）を招へいして

開催した。これにあわせて、Tam 教授に講演をしてい

ただくとともに、大学院生が研究指導を受けた。 

本センター主催のコロキウム（CERSS コロキウム）を 

4 件(うち 2 件が海外からの研究者)開催した(資料 1 参

照)。 

 

３．2025 年度の活動の点検・総括 

（１）4 つの目標別の点検・評価 

① 社会科学実験の国際拠点としての先端研究の展開 

本センターの保有する実験参加者登録システムを用

いたオンライン実験が、堅実に実施されている。実験参

加者数は 2024 年度に続いて増加となり、堅調に増加

している。 

2025 年度に本センターの参加者登録システムや実験

設備のインフラを利用した実験は 32 件実施され、総実

験室稼働日数は年間延べ 121 日、実験参加者総数は

表 2 日本学術振興会特別研究員 

氏名 資格 

受給期

間 

(年度) 

研究費 

(千円) 
研究課題名 

小林慧 DC1 

2024

〜

2026 

700 

複数他者の潜在的知覚・認知

過程の検討による共感性の

解明 

相馬 

ゆめ 
DC1 

2024

〜

2026 

400 

公共的意思決定における多

元的共通善の検討：除去土壌

問題を題材とした集団討議

実験 

日下部 

春野 
DC1 

2025

～

2027 

1,100 

評判システムの社会的多様性

とその要因: 社会生態学的ア

プローチによる実証的研究 

図 1 実験参加者数の推移 
2020 年度以降は、センターの実験参加者登録システムを利用して

募集したオンライン実験の参加者を含む 
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延べ 2,948 名であった。これはコロナ禍以前の 2019 年

度の数字を越えた前年度からさらに倍増に近い数字

である(図 1 参照)。実験参加者総数が延べ 1,000 人以

上という規模での実験研究の組織的推進は国内にお

いて類例がなく、国際的にも屈指の規模である。 

 

 ② 社会科学実験分野における有為の若手人材の育

成 

2023 年から本センターに着任したさきがけ研究者の

小倉有紀子特任助教の研究活動が最終年度を迎え

た。さきがけの採択課題「[社会変革基盤] 文理融合に

よる人と社会の変革基盤技術の共創」では、「共生の

条件を探る: 価値観の融和はどこまで可能か？」という

研究課題のもと、実験社会科学と神経科学や情報学

の手法とを組み合わせた真に文理融合の研究に取り

組んできた。このような将来を先取りした研究テーマに

取り組み、その研究を支えてきた。 

「若手研究者の支援とその成果」（p.2）にも示したよ

うに、本センターに活動基盤を置く若手研究者が 7 件

の学術賞を得た。また、日本学術振興会の特別研究員

として 3 名が採用され、特別研究員奨励費 3 件に加え

て 8 件の競争的外部資金を獲得した。この他にも、表

3 に示すように国内学会は当然のこと、学際的なフィー

ルドでも発表賞を大学院生が受賞するなど、国際的な

舞台への活躍の場を拡げている。これらの成果は、本

センターが、自立した研究者の育成に向け、若手が早

期から主体的な研究活動を行えるための場を提供し

てきたことの表れと言える。 

 これまで本センターで教育指導を受けた若手研究者

は、実験社会科学を担う有為の人材として高く評価さ

れ、国内外の大学や研究機関のポジションを獲得して

きた。2025 年度は、本拠点で教育を受けた若手研究者

が北海道大学大学院法学研究科、産学・地域協働推

進機構、脳情報通信融合研究センター(CiNet)に新た

なポジションを得た。 

以上のように、本センターでは、「社会科学実験分野

における有為の若手人材の育成」という所期の目標が

着実に達成されている。 

 

③ 国際的にインパクトのある研究成果の発信 

本センターの人文・社会科学系の構成員（専任教

員・兼務教員及びその指導学生や雇用ポスドク等）に

よる学術論文は、2025 年度には、計 17 本の国際学術

論文が掲載もしくは掲載決定し、16 件の国際学会発

表がなされた。本センター構成員（専任教員・兼務教員

及びその指導学生や雇用ポスドク等）による学術論文

は、Scientific Reports(総合科学)、PLOS Climate (気候

変動)、Journal of Cross-Cultural Psychology (心理学)、

eNeuro (脳神経科学)、Frontiers in Behavioral 

Economics (行動経済学)など広範な領域にまたがる第

一線の国際学術誌に掲載された。また、本センター構

成員による論文は、心理学、経済学、経営学、社会学、

政治学、法学、人類学、情報科学、進化生物学、動物

行動学、社会物理学など、やはり広範な領域の国際学

術誌で多数の引用を受けている。例えば Altmetric 

Score で、センター長の大沼進教授と兼務教員の結城

雅樹教授、瀧本彩加准教授、竹澤正哲教授、河原純一

郎教授、小川健二教授、河西哲子教授、阿部匡樹教

授、小浜祥子教授の論文が Top 5%を維持している。

また本数では、Top 5%と Top 25％に、それぞれ 23 本

と 28 本、本センターの教員が出版した論文が入ってい

る。 

図 2 は、本センター構成員による論文の国際学術誌

における被引用回数の推移を示している。本センター

が発足した 2007 年以降、国際業績が着実に増加し、

高止まりの状態にあることがわかる（注：本センターに

は、医歯薬系部局からの兼務教員もいるが人文・社会

科学系の構成員による研究成果のみを掲載している ） 

 図 3 に、院生・ポスドクが第一著者となって出版され

た国際学術論文数の推移を示す。多少の波はあるも

図 3 院生・PD が第一著者として公刊した国際学術論

文数の推移 

図 2 国際学術誌における論文被引用数の推移. 
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のの、依然として社会科学分野としては国内では傑出

した数を輩出している。 

以上のように、「国際的にインパクトのある研究成果

の発信」という所期の目標に対し、着実に成果を積み

重ねている。 

  

④ 国内外の研究拠点との連携強化を通じた、人間・社

会科学における実験研究のための国際ネットワーク

の構築 

本センターは、さきがけをはじめ、CREST、国際共同

研究加速基金、基盤 A、環境総合推進費などの研究

資金を獲得しており、社会科学系として傑出した実績

を上げている。このことは、単に資金面だけでなく、国

内外のネットワーク拡張・連携強化とも連動する。すな

わち、これらの競争的資金は共同研究からなっており、

これらのプロジェクトなどを通じて、国内外の主要研究

拠点（英オックスフォード大学認知進化人類学研究

所、同サセックス大学心理学部、、同バーミンガム大学

心理学部、同ロンドン大学ゴールドスミス校心理学部、

独マックスプランク進化人類学研究所、フランス国立

科学研究センター(CNRS)、フランス原子力安全・放射

能防御局(ASN)、香港科技大学社会科学部、中国浙

江師範大学心理学院、米シカゴ大学ビジネススクー

ル、同ウィリアム＆メリー大学心理学科、京都大学文学

研究科・情報学研究科・、東北大学東北アジア研究セ

ンター、一橋大学経営管理研究科、玉川大学脳科学研

究所、奈良先端科学技術大学院大学、高知工科大学

マネジメント学部、生理学研究所生体機能情報解析

室、理化学研究所脳神経科学研究センター、大阪大学

人間科学研究科・工学研究科・感染症総合教育研究

拠点、産業技術総合研究所、国立環境研究所、統計数

理研究所、総合地球環境学研究所など）との間に共同

研究体制を構築・拡張している。 

2020 年 1 月 30 日付で日本学術会議が公開した「第

24 期学術の大型研究計画に関する マスタープラン」

（マスタープラン 2020）では、学術大型研究計画（区分

Ⅰ）の一つに「調和ある多様性に向けての新しい心理

学の構築」が採択され、北海道大学もその実施機関に

含まれている。同計画は、マスタープラン 2010、および

文科省「最先端研究基盤事業」の補助対象事業として

も採択された「心の先端研究のための連携拠点

（WISH）構築」事業で積み重ねられた実績を、さらに次

のフェーズへと飛躍させるものであると位置づけられ

ている。WISH 事業では、本センターに対してシーメン

ス社製 3 テスラ MAGNETOM Prisma（施設整備費補

助事業; 3 億円）が導入され、現在も本センターの研究

設備として稼働している。同装置は本学医歯学総合研

究棟に設置され、本センターに所属するメンバーだけ

でなく、医学系から理学系、教育学系に至る全学の研

究者によって幅広く利用されている。本装置の導入を

通じて、学内の部局間に加え、学内外の先端研究拠点

間の壁を超えた研究連携が推進されている。 

とりわけ、本センター兼務教員の瀧本は、文系部局

の研究者としては、本学が将来の中核を担う研究を育

てるという J-PEAKS の研究プロジェクトに文系部局か

らは唯一研究代表者として採択されている。すなわち、

本学の将来を牽引すると期待される研究の一つとして

注目されている。 

 

（２）総括と今後の展望 

以上のように、本センターは、教育および研究活動

を通じて、社会科学実験の国際的中核拠点としての高

い評価を確立してきた。こうした実績は、「社会科学実

験に関する教育研究の進展に資することを目的とす

る」という本センターの設立目的に適うものである。 

本センターは秀逸な若手研究者の集まる拠点であるこ

とは明白である。 

このように、本センターは社会科学実験の国際的中

核拠点として、日々の研究教育活動を鋭意展開してい

る。北海道大学の人文社会科学分野における屈指の

先端研究拠点として、社会科学実験の国際的進展と

普及に努めつつ、来るべき「人間・社会科学統合」に向

けて世界的役割を果たしていくことが、本センターの今

後の重要なミッションである。

  



 

 

 

資料 1 CERSS コロキウム、共催ワークショップ学

術セミナー等 
日付 タイトル 講演者 

CERSS コロキウム 

2025/ 

5/28 

個を起点としたソーシャルイノ

ベーションデザイン―社会的創

造性― 

松前あかね（九州大学 芸

術工学研究院） 

2025/ 

6/4 

A multi-level model of 

mental and planetary 

health. 

Gerhard Reese 

(Victoria University 

Wellington) 

2025/ 

7/30 

“文化差”を再考する: 文化心理

学が抱える存在論的・認識論的

問題 

草野広大（Post-

Doctoral Associate, 

New York Univer-

sity Abu Dhabi） 

2025/ 

8/14 

Gratitude to Nature: Evi-

dence from 10 countries. 

Kim-Pong Tam (Di-

vision of Social Sci-

ence, The Hong 

Kong University of 

Science and Tech-

nology, Professor) 

 
資料 2 アウトリーチ活動 

日付 タイトル 実施者 

2025/

6/17 

e コマースサイトに埋め込まれたステ

ルスマーケティング表記の検出

(2025 年度 第 1 回 UCD 研究部会 

(依頼講演) 三菱食品株式会社) 

河原純一郎 

2025/

7/12 

パーキンソン病について(令和 6 年度

NPO 法人 iCare 北海道活動報告会) 
矢部一郎 

2025/

8/25 

 “A cerebellar internal model 

for temporal prediction of 

rhythms”, (Symposium 14. 

Decoding the cerebellum in 

health and disease. K-Brain 

2025 & The 3rd CJK Neuro-

science Meeting 

(KSBNS2025), organized by 

Kazuo Kitamura, 仁川, 韓国) 

田中真樹 

2025/

9/7 

「人生 100 年のすすめ～親子で考え

る MCI～」AIR-G' FM 北海道 
矢部一郎 

2025/

9/17 

「私」の行為に潜む「他者」の影響(アカ

デミックファンタジスタ 2025・札幌

開成中等学校) 

阿部匡樹 

2025/ 

11/5 

「私」の行為に潜む「他者」の影響(アカ

デミックファンタジスタ 2025・新川

高校) 

阿部匡樹 

2025/

2/25 

「私」の行為に潜む「他者」の影響 (ア

カデミックファンタジスタ 2025 (札

幌創成高校)) 

阿部匡樹 

2025/

10/2 

融合研究に至った経緯紹介 (融合プ

ロジェクト、はじめの一歩 ～北大 J-

PEAKS 事業採択者による実例紹介

～) 

瀧本彩加 

2025/

10/19 

 “Decoding subcortical 

mechanisms of temporal pre-

diction of periodic events” 

(Timing Research Forum 4 

(TRF4) Keynote Lecture, or-

ganized by Martin Wiener, 

Yuko Yotsumoto, Hugo Mer-

chant, 東大駒場キャンパス, 東京) 

田中真樹 

2025/

11/23 

ウマの生態とこころ ～人馬の望まし

い関係性構築に向けて～ (日本動物

行動学会第 44 回大会公開シンポジ

ウム「動物と人間の関係」) 

瀧本彩加 

2025/

12/6 

さっぽろ子ども環境コンテスト2025 

審査委員長 (さっぽろ子ども環境コン

テスト 2025) 

大沼進 

2025/

12/6 

見ている世界は本当に“そのまま”

か？ (第 36 回北大人文学カフェ) 
金子沙永 

2026/

1/4 

大河コラボ！干支のウマ“相棒力”の

秘密に迫る (NHK「ダーウィンが来

た！」) 

瀧本彩加 

2026/

1/11 

『馬が合う』馬たちは古くから私たち

の相棒～ウマのコミュニケーション能

力 と 特 性 に 迫 る ！  (BAYFM78 

THE FLINTSTONE) 

瀧本彩加 

2026/

1/13 

生活の一コマから眺める学振申請書

の書き方 (文学研究院研究推進委員

会主催の若手研究者支援セミナー「学

術振興会特別研究員 DC・PD 申請書

の書き方セミナー2025～学振特別

研究員の申請に向けて―はじめの一

歩！～」) 

竹西海人 

2026/

2/5 

インタビューに基づく記事 (日本経済

新聞の朝刊・文化欄)  
瀧本彩加 

2026/

2/7 

ココロでつながる馬と人～研究者が

ひも解く協力のしくみ～ (北大 x 帯畜 

サイエンス・カフェ「ココロでつながる

馬と人～研究者がひも解く協力のし

くみ～」) 

瀧本彩加 

2026/

2/8 

浜美枝のいつかあなたと（文化放送）

出演  
瀧本彩加 

2026/

2/20 

動物の知性と感情 (札幌市円山動物

園職員による研究会) 
瀧本彩加 

2026/

2/20 

なぜ人は騙されるのか-認知心理学の

視点から- (北海道消費者協会・第 3

回消費生活リーダー研修講座) 

河原純一郎 

 

資料 3 競争的資金獲得状況の詳細 

文部科学省科学研究費（代表） 
(社会科学実験研究センター教員が代表を務める研究につい

て、2025 年度に交付された直接経費の金額) 
資金名 期間(年度) 代表者(他・分担者数) 

研究課題 金額 

(千円) 

基盤研究 (S) 
2024〜

2028 
田中真樹 

小脳を起点とした大脳機能連関による行動戦略の

アップデート機構の解明 
35,800 

基盤研究 (A) 
2022～

2025 
高橋伸幸、他 4 名 

一般交換において用いられる評判情報を作りだす

情報統合過程の理論的・実証的検討  
7,100 

基盤研究(B) 
2024〜

2027 
小川健二 

感覚運動皮質における層別情報表現の解読による

能動的推論仮説の検証 
3,600 

基盤研究 (B) 
2022〜

2026 
大沼進、他 3 名 

分断を乗り越えた共通善を目指す合意形成過程：

功利主義 vs 多元的公正の超克 
2,800 

基盤研究 (B) 
2022〜

2026 
瀧本彩加 

共同養育とその心理基盤に関する比較認知発達科

学的研究 
1,900 

基盤研究(B) 
2025～

2028 
河原純一郎、他 2 名 

遮蔽顔の補間メカニズム: 平準化理論と増幅理論

の対比 
1,700 
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基盤研究 (B) 
2023〜

2025 
矢部一郎 

Bassoon proteinopathy 病態に関する継続

的研究 
3,200 

基盤研究 (B) 
2022〜

2027 
結城雅樹、他 3 名 

高関係流動性下の自己奉仕性と向社会性のパラド

クスーポジティブ評判期待の役割 
2,900 

基盤研究(B) 
2025～

2028 
小浜祥子、他 5 名 

自然災害と国家間紛争：国際的救援活動の実現と

その効果に関する包括的検討 
3,500 

基盤研究(B) 
2025～ 

2028 
宮内泰介、他 4 名 

複雑な問題の社会学的解決技法の構築 2,700 

基盤研究 (C) 
2023〜

2025 
阿部匡樹、ほか 1 名 

最適化か、社会性か：共同行為における潜在的組

織化の解明 
1,000 

基盤研究 (C) 
2024〜

2026 
深山誠也 

高齢者介護組織の組織能力パッケージの動態的解

明 
700 

挑戦的研究(開拓) 
2025〜

2028 
尾崎一郎、他 6 名 

現代的宗教秩序を包摂する新しい「政教分離」論の

構築 
5,800 

挑戦的研究(萌芽) 
2025～

2026 
小浜祥子 

政治・国際関係研究のための自然災害データセット

の構築 
2，500 

若手研究 
2023～

2026 
田辺弘子 

場面に応じた歩容のブランディング方略と印象形

成の多様性の数理的解析 
700 

 
文部科学省科学研究費（分担） 
(社会科学実験研究センター教員が分担者を務める研究につ

いて、2025 年度に配分された分担額) 
資金名 期間(年度) 分担者 

研究課題 金額 (千円) 

国際共同研究加速基

金（海外連携研究） 

2023～

2025 

金子沙永(代表：四本裕

子、他 1 名) 

時間感覚知覚の神経機序の検証と理論に基づく

時間感覚操作法の確立 
1,250 

基盤研究 (A) 
2023〜

2026 

金子沙永(代表：高橋庸

介、他 2 名) 

知覚像はどこまで自由に操れるのか：知覚像制

御の心的過程と脳内基盤の解明 
500 

基盤研究 (A) 
2023〜

2026 

小川健二(代表：高橋庸

介、他 2 名) 

知覚像はどこまで自由に操れるのか：知覚像制

御の心的過程と脳内基盤の解明 
1,300 

基盤研究(A) 
2024〜

2027 

金子沙永(代表：栗木一

郎、他 6 名) 

脳活動および知覚の個人差に基づく脳内色情報

表現の研究 
1,000 

基盤研究(A) 
2023～

2027 

小川健二(代表：亀田達

也、他 3 名) 

集合的意思決定のメカニズム：計算モデルによ

る集合知発生条件の解明 
200 

基盤研究 (A) 
2022～

2026 

小浜祥子 (代表：多胡

淳、他 5 名) 

国際関係をめぐる不満の国際比較実証研究 500 

基盤研究(A) 
2023～

2026 

小浜祥子(代表：鈴木基

史、他 6 名) 

分断する国際政治における国際協調とガバナン

スの政治経済分析 
700 

基盤研究 (A) 
2022～

2025 

小浜祥子(代表：久保文

明、他 22 名) 

現代アメリカにおける政治的地殻変動：政党再

編と政策的収斂 
260 

基盤研究 (A) 
2024〜

2028 

河原純一郎(代表：山口

真美、他 3 名) 

顔認知のエキスパート化に顔学習環境が及ぼす

影響の実験的検討 
300 

基盤研究(A) 
2022〜

2025 

瀧本彩加(代表：高橋伸

幸、他 3 名) 

一般交換において用いられる評判情報を作り出

す情報統合過程の理論的・実証的検討 
1,000 

基盤研究(B) 
2022〜

2025 

小浜祥子(代表：清水直

樹、他 4 名) 

選挙対策としての政策変更：選挙の存在が政策

に及ぼす影響の包括的分析研究課題 
70 

基盤研究 (B) 
2025～

2028 

小川健二(代表：河原純

一郎、他 1 名) 

遮蔽顔の補間メカニズム: 平準化理論と増幅理

論の対比 
700 

基盤研究 (B) 
2024〜

2025 

大沼進(代表：安藤香

織、他 2 名) 

多元的無知が環境配慮行動を阻害するプロセス

の解明－国際比較調査・実験による検討 
110 

基盤研究 (C) 
2023〜

2025 

深山誠也(代表：平本健

太) 

政策形成と組織間関係－新・政策の窓モデルに

よる実証研究 
662 

基盤研究(C) 
2023〜

2026 

河原純一郎(代表：大杉

尚之) 

「ホスピタリティ」を感じさせる身体動作のパ

ラメータ推定 
900 

基盤研究(C) 
2024〜
2027 

小川健二(代表：柴田

寛) 
運動と感覚の強度に関する言語刺激を量的

シミュレーションで理解する脳内基盤の解

明 
50 

基盤研究(C) 
2023～
2026 

河原純一郎(代表：大

杉尚之) 
「ホスピタリティ」を感じさせる身体動作のパラ

メータ推定 
900 

基盤研究(C) 
2024〜 

2026 

矢部一郎 (代表：山田崇

弘、他 4 名) 

医療資源の少ない遠隔地におけるゲノム医療展

開に関わる課題抽出と解決戦略の解明 
100 

挑戦的研究(萌芽) 
2025～ 

2026 

河原純一郎(代表：佐藤

隆夫、他 7 名) 

「視点を超越した」認知の探究: 眼球運動による

イメージ統合とその機能的意義 
90 

 
文部科学省科学研究費を除く研究助成 
(社会科学実験研究センター教員が代表及び分担者を務める

研究について、2025 年度に交付・配分された金額） 

資金名 
期間 

(年度) 

代表者・ 

分担者 

研究課題 金額(千円) 

環境省(環境再生保全機構) 

環境総合推進費 

2025

～

2027 

大沼進(代表：

保高徹生、他

2 名) 

県外最終処分・再生利用のシナリオ及び候補地

選定プロセスに関する社会受容性の評価および

深化に関する研究 

7,760 
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国立研究開発法人科学技術振興機

構  戦略的創造研究推進事業(JST 

CREST) 

2020

〜

2025 

大沼進(代表：

伊藤孝行、他

3 名) 

ハイパーデモクラシー：ソーシャルマルチエー

ジェントに基づく大規模合意形成プラットフォー

ムの実現 

11,000 

環境省（環境再生保全機構） 環境研

究総合推進費 

2021

〜

2025 

大沼進(代表：

大迫政浩、他

9 名) 

3R プラスと海洋プラスチック排出抑制対策に

係る評価システムの構築 
1,532 

内閣府戦略的イノベーション創造プ

ログラム「サーキュラーエコノミーシ

ステムの構築」 

2023

～

2027 

大沼進(代表：

浅利美鈴) 

プラスチックの適切な資源循環システム構築に

向けた消費者等の行動変容に係る実践的研究 
2,000 

原子力発電環境整備機構「地層処分

事業に係る社会的側面に関する研

究支援事業 III」 

2024

〜

2025 

大沼進(代表：

野波寛、他 2

名) 

当事者・非当事者の相互作用がサイト選定の意

思決定プロセスに影響を及ぼすスパイラル・アプ

ローチの提起 

1910 

令和７年度横浜駅西口における散

乱物抑制対策検討基礎調査の監修 
2025 大沼進 

 400 

学術コンサル産学連携推進経費（文

学部） 
2025 大沼進 

 98 

J-PEAKS 連携研究プラットフォー

ム事業 
2025 

瀧本彩加、他

2 名 

哺乳類の生理学・心理学・行動学から共同養育

の本質を捉える―少子化問題の解決に向けて 
4,000 

One-Health Research 推進費 2025 瀧本彩加 

ウマに対するデジタル環境エンリッチメントの開

発 
500 

Thoroughbred Aftercare 

and Welfare 多様な馬の利活用

等の取組を支援し、発展させるため

の事業 

2025 瀧本彩加 

馬のストレス指標・行動心理等の分析・調査研究

の支援等事業 
2,000 

学術研究動向等調査 

2025

～

2026 

河原純一郎 

社会科学（特に心理学）分野に関する学術研究

動向及び学術振興方策－心理学系大学院修士・

博士課程への進学意識調査及び喚起実践－ 

4,000 

札幌市主催 中学生向け「健康・バイ

オ分野」探究プログラムにおける認

知科学・脳波に関する講義および実

験指導に関するコンサルティング 

2025

～

2026 

河原純一郎、

他 1 名 

 150 

 
2024

～

2027 

河原純一郎、

他 2 名 

衛生用品の見た目や使用場所における認知心

理に関する研究 
804 

JST 戦略的創造研究推進事業(さ

きがけ) 

2022

〜

2025 

小倉有紀子 

共生の条件を探る：価値観の融和はどこまで可

能か？ 
22,536 

サントリー文化財団研究助成「学問

の未来を拓く」 

2025～

2026 

小浜祥子、他

4 名 

「人質の提供から外交官の提供へ：近代在外公

館制度の起源」 
800 

日本証券奨学財団研究出版助成金 2025 深山誠也 

高齢者介護組織の経営―資源，活動，価値基準

のパッケージ― 
1,000 

生理学研究所共同利用研究 2025 阿部匡樹 

共同行為の神経基盤：三名同時脳活動計測によ

るアプローチ 
500 

JST 戦略的創造研究推進事業 

CREST 

2023〜

2028 
田中真樹 

感覚入力の周期性が生み出す脳機能の理解と

その操作 
18,900 

国立研究開発法人日本医療研究開

発機構難治性疾患実用化研究事業 

2025

～

2027 

矢部一郎(代

表：矢口裕章) 

先行研究で確立した抗神経抗体測定を用いた自

己免疫性小脳失調症の診断と前向きレジストリ

の作成 

500 

TOPPAN ホールディングス株式会

社 産業創出講座 認知症包括研究

部門 

2023

〜

2027 

矢部一郎 

測定デバイスを用いた認知症の早期診断および

評価法に関する探索的研究、及びエクソソーム

を用いたアルツハイマー病の早期診断技術の研

究 

7，750 

国立研究開発法人日本医療研究開

発機構 認知症研究開発事業 

2023

〜

2025 

矢部一郎(代

表：関島良樹) 

病的バリアントを有する遺伝性認知症を対象と

したコホート構築による病態解明、バイオマー

カー開発、治験促進 

1,500 

国立研究開発法人日本医療研究開

発機構 認知症研究開発事業 

2024

〜

2028 

矢部一郎(代

表：岩坪威) 

アルツハイマー病疾患修飾薬全国臨床レジストリ

の構築と解析 
1,000 

国立研究開発法人日本医療研究開

発機構 難治性疾患実用化研究事

業 

2023

～

2025 

矢部一郎(代

表：塩田倫史) 

CAG/CTG リピート伸長病における DNA 標

的治療薬の開発 
2,000 

国立研究開発法人日本医療研究開

発機構 臨床研究・治験推進研究事

業 

2024

～

2027 

矢部一郎(代

表：勝野雅央) 

球脊髄性筋萎縮症に対するメキシレチン塩酸塩

の有効性及び安全性を検討する医師主導治験 
1,800 

厚生労働行政推進調査事業費補助

金（難治性疾患政策研究事業） 

2023

～

2025 

矢部一郎(代

表：久留聡) 

スモンに関する調査研究 200 

厚生労働行政推進調査事業費

補助金（難治性疾患政策研究事

業） 

2024

～

2025 

矢部一郎(代

表：山田正仁) 

プリオン病のサーベイランスと感染予防に関す

る調査研究 
1,000 
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国立研究開発法人日本医療研

究開発機構 認知症研究開発事

業 

2024

〜

2026 

矢部一郎(代

表：湯山耕平) 

血液中細胞外小胞分子デジタル検出技術を利用

したアルツハイマー病バイオマーカー診療法の開

発研究 

9,500 

厚生労働科学研究費補助金（厚

生労働科学研究事業） 
2025 

矢部一郎(代

表：池内健) 

APOE 遺伝カウンセリングの実態調査と体制整

備に向けた課題の検討のための研究 
1,800 

厚生労働科学研究費補助金（難

治性疾患政策研究事業） 

2023

～

2025 

矢部一郎(代

表：小野寺理) 

運動失調症の医療水準、患者 QOL の向上に資

する研究班 
700 

厚生労働科学研究費補助金（難

治性疾患政策研究事業） 

2023

～

2025 

矢部一郎(代

表：戸田達史) 

神経変性疾患領域における難病の医療水準の

向上や患者の QOL 向上に資する研究 
800 

2025 年度研究業績一覧 

【著書・分担執筆（洋書）】 
Suzuki, K., Nakadegawa, Y., Miura, K., Shibuya, T., Ohnuma, S. 

(2025). Understanding Behavioral Differences Between Ma-
chine Agents and Human Participants Based on How They 
Play the Energy Transition Game. In: Lukosch, H., Freese, 
M., Meijer, S. (eds) Simulation and Gaming across Borders. 
ISAGA 2024. Lecture Notes in Computer Science, vol 15420. 
Springer, Cham, 10.1007/978-3-031-86555-8_3. 

Tanaka, M. & Okada, K.I. (in press). Cerebellar control of sac-
cadic eye movements. In: Advances on the Roles of the Cere-
bellum in Motor Control, Elsevier. 

 
【著書・分担執筆（和書）】 
宮内泰介. (2025). 多様なコミュニティ実践を生み出すもの. In: 

宮内泰介(編). コミュニティを実践すること：わたしたちはコ

ミュニティに何を求めているのか. 新泉社. 

宮内泰介. (2025). 三陸漁村に見る多層的なコミュニティ：「八

重子の日記」から. In: 宮内泰介(編). コミュニティを実践す

ること：わたしたちはコミュニティに何を求めているのか. 新

泉社. 

宮内泰介. (2025). 私たちは今コミュニティをどうとらえればよい

のか. In: 宮内泰介(編). コミュニティを実践すること：わたし

たちはコミュニティに何を求めているのか. 新泉社. 

大沼進. (2025). 市民参加による環境計画づくりについて考え

る：SDGs を目指す環境計画策定のプロセスデザイン(第 1

章). In: 日本心理学会(監修), 柿本敏克(編). 地球社会で生

きるための心理学, 誠信書房. 

白井慎一・矢部一郎. (2026). 小脳. In: Cary D. Alberstone(著), 

野元正弘(監訳). イラストでわかる神経症候 原書 2 版 機

能・解剖学から診断へのアプローチ, 丸善出版. 

竹谷隆司・田中真樹. (2025). 注意の神経メカニズム. In: 和氣

典二・重野純・村上郁也(編). 感覚・知覚心理学ハンドブッ

ク, 誠信書房. 

竹谷隆司・田中真樹. (2025). 注意の障害. In: 和氣典二・重野

純・村上郁也(編). 感覚・知覚心理学ハンドブック, 誠信書

房. 

瀧本彩加. (2025). 子育て：共同繁殖・ヘルパー・おばあさん仮

説. In: 日本哺乳類学会(編). 哺乳類学の百科事典, 丸善出

版. 

瀧本彩加. (2025). 馬のこころ : 人の相棒になれた理由. 岩波書

店. 

瀧本彩加. (2025). ヒトとウマの共生（ウマの家畜化），伴侶動物

の対ヒト社会的知性. In: 日本動物行動学会(編)・日本動物

心理学会(編集協力). 動物の行動と心の事典, 朝倉書店. 

田中真樹. (2025). 神経回路機能／総論. In: 大森治紀・大橋俊

夫・河合康明・黒澤美枝子(監修)、鯉淵典之・伊佐正・河合

佳子・八木田和弘・横山詩子・久場博司(編). 標準生理学第

10 版, 医学書院, 207-213. 

矢口裕章・矢部一郎. (2025). 認知症とてんかん. In: 下畑享良・

矢部一郎・杉江和馬・中島一郎・堀江信貴(編). Annual Re-

view 神経 2025, 中外医学社. 

矢部一郎. (2026). ハンチントン病. In: 福井次矢・高木誠・小室

一成(編). 今日の治療指針 2026, 医学書院. 

 
【学術雑誌（国際誌）】 
Akaike S, Ogata A, Nakagawa Y, Ura S, Kondo K, Imashiro R, 

Hashimoto S, Yabe I, Otsuki M. (2025). The Visual Image 
Simple Recognition Test, a language-minimized recognition 
test: Psychometric and clinical evaluation in Alzheimer's dis-
ease , Journal of Alzheimer's Disease, 109(3), 
13872877251405433, 10.1177/13872877251405433. 

Akaike S, Ura S, Ogata A, Fukutake T, Yabe I, Otsuki M. 
(2025). Delayed progressive apraxia of speech: A novel clini-
cal entity distinct from primary progressive aphasia – A de-
scriptive case series, Journal of the Neurological Sciences, 
476, 123602 , 10.1016/j.jns.2025.123602. 

Bando K, Honda T, Ishikawa K, Shirai S, Yabe I, Ishihara T, On-
odera O, Higashiyama Y, Tanaka F, Kishimoto Y, Katsuno 
M, Shimizu T, Hanajima R, Kanata T, Takahashi Y, Mi-
zusawa H. (in press). Distinct Contribution of Cerebellar In-
ferior Posterior Lobe to Motor Learning in Spinocerebellar 
Degeneration: A Deep Learning-Based Analysis, The Cere-
bellum. 

Cui, Q., Shibata, Y., Hara, T., Souma, Y., Tsujimoto, M., Ito, T., 
& Ohnuma, S. (2025). Utterance analysis of discussions 
structure and discourse quality: A case of removed soils in 
Fukushima prefecture, Japan, Artificial Intelligence for Re-
search and Democracy (First International Workshop, 
AI4Research 2024, and 4th International Workshop, 
DemocrAI 2024), 10.1007/978-981-97-9536-9_7. 

Easterbrook, M.J., Grigoryan, L., Smith, P.B., Koc, Y., Lun, 
V.M.C., Papastylianou, D., Torres, C., Efremova, M., Has-
san, B., Abbas, A., al-Selim, H., Anderson, J., Cross, S.E., 
Delfino, G.I., Gamsakhurdia, V., Gavreliuc, A., Gavreliuc, 
D., Gul, P., Gunsoy, C., Hakobjanyan, A., Lay, S., Lopu-
khova, O., Hu, P., Sunar, D., Texeira, M.L.M., Tripodi, D., 
Rivera, P.E.D., Yuki, M., Ogusu, N., Kwantes, C.T., Diaz-
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Loving, R., Floriano, L.P., Chaleeraktrakoon, T., & 
Chobthamkit, P. (2025). The Social Cure Properties of 
Groups Across Cultures: Groups Provide More Support but 
Have Stronger Norms and Are Less Curative in Relationally 
Immobile Societies, Social Psychological and Personality 
Science, 16(7), 780-791, 10.1177/19485506241230847. 

Eguchi, K., Yaguchi, H., & Yabe, I. (2025). Ataxia Movement 
Disorders Clinical Practice, 12 Suppl 3, S31-S35, 
10.1002/mdc3.70190. 

Haruki, Y., Yang, Y., Suzuki, K., Imamizu, H., & Ogawa, K. 
(2025). Real-time fMRI neurofeedback boosts heartbeat per-
ception by modulating insula activation pattern during intero-
ceptive attention, Imaging neuroscience (Cambridge, Mass.), 
3, 10.1162/IMAG.a.142. 

Hatanaka, Y., Mori-Yoshimura, M., Utsugisawa, K., Tsujino, A., 
Fujita, N., Yabe, I., Igarashi, Y., Motomura, M. (2025). 
Long-term Efficacy and Safety of Amifampridine Phosphate 
(Firdapse®) in Japanese Patients with Lambert-Eaton Myas-
thenic Syndrome (LMS-005 Study). Internal Medicine, 
64(24), 3493-3501, 10.2169/internalmedicine.5363-25. 

Imai, F., Shinozaki, J., Saito, H., Nagahama, H., Sakurai, Y., & 
Ogawa, K. (2025). The common neural representation in the 
primary motor area between motor execution and kinesthetic 
motor imagery. bioRxiv, 10.1101/2025.07.11.664262. 

Kaneko, S., Kuriki, I., Andersen, S.K., & Peterzell, D.H. (2025). 
Individual variability in steady-state VEP responses for hues 
sweeping around cardinal color axes: Clues to cortical color 
coding? Journal of Vision, 25(12), 1-19, 10.1167/jov.25.12.2. 

Kido, Y., & Takezawa, M. (2025). Empirical evidence for the 
spread of Cooperation through copying successful groups, 
Scientific Reports, 15, 22289(2025), 10.1038/s41598-025-
07863-0. 

Kitakaji, Y., Hizen, Y., & Ohnuma, S. (2025). Communication 
among selected members improves cooperation in a social di-
lemma. Frontiers in Behavioral Economics, 4, 1495995, 
10.3389/frbhe.2025.1495995. 

Kobayashi, K., & Kasai, T. (2026). Social Motivation Modulates 
Early Visual Processing for a Few Others’ Emotions. Inter-
national Journal of Psychophysiology, 223, 113361, 
10.1016/j.ijpsycho.2026.113361. 

Kudo A, Yaguchi H, Nomura T, Uwatoko H, Shirai S, 
Takahashi-Iwata I, Matsushima M, Yamada T, Yabe I. 
(2025). Leukoencephalopathy with Primary Familial Brain 
Calcification: a Rare Phenotype Associated with a Novel 
SLC20A2 Frameshift, Clinical Neurology and Neurosurgery, 
259, 109207, 10.1016/j.clineuro.2025.109207. 

Li, W.Q., Ishiyama, A., & Yuki, M. (2026). Do Negative Atti-
tudes Toward Deviance Predict Direct and Indirect Social 
Control? The Moderating Role of Culture. Journal of Cross-
Cultural Psychology, 57(2), 191-205, 
10.1177/00220221251393620. 

Miyachi, S., Oshima, Y., Yazaki, K., Futaki, N., Shirai, Y., Ta-
nei, Z.I., Ikebe, Y., Iwata, I., Ujiie, H., Onozawa, M., Hirano, 
S., Tanaka, S., & Yabe, I. (2025). An Autopsy Case of Amy-
otrophic Lateral Sclerosis With Sudden Death Showed Histo-
logical Features of Lewy Body Disease. Neuropathology, 
45(4), e70009, 10.1111/neup.70009. 

Nakamata, T.K., Mori, Y., Urata, Y., Yuki, S., & Ohnuma, S. 
(2025). Preventing riverside littering through structural 
change: An action research field experiment using two inter-
vention measures. Asian journal of social psychology, 28(4), 
10.1111/ajsp.70064. 

Nakamura, R., Tohnai, G., Atsuta, N., Matsuda, Y., Morimoto, 
S., Ito, D., Katsuno, M., Izumi, Y., Morita, M., Iwata, I., 
Yabe, I., Nakazato, T., Hattori, N., Hirayama, T., Kano, O., 
Tamura, A., Suzuki, N., Aoki, M., Shibuya, K., Kuwabara, 
S., Oda, M., Hashimoto, R. , Aiba, I., Ishihara, T., Onodera, 
O., Yamashita, T., Ishiura, H., Bokuda, K., Shimizu, T., 
Ikeda, Y., Hasegawa, K., Tanaka, F., Yokota, T., Kanai, K., 
Noto, Y., Kaji, R. , Watanabe, H., Konishi, T., Hasegawa, 
M., Niwa, J., Doyu, M., Okada, Y., Okano, H., Nakatochi, 
M., Sobue, G., & on behalf of the Japanese Consortium for 
Amyotrophic Lateral Sclerosis research (JaCALS) study 
group. (2025). A genome-wide association study identifies 
the GPM6A locus associated with age at onset in ALS. Com-
munications Biology, 8(1), 1720, 10.1038/s42003-025-
09168-4. 

Ogawa, K., Yang, Y., Yang, H., Imai, F., & Imamizu, H. (2025). 
Human Sensorimotor Cortex Reactivates Recent Visuomotor 
Experience during Awake Rest, eNeuro, 
10.1523/ENEURO.0134-25.2025. 

Okada, K.I., Kameda, M., & Tanaka, M. (2025). Comparison of 
Signals from Cerebellar Purkinje Cells and Deep Nuclei dur-
ing Temporal Prediction in Primates. The Journal of 
neuroscience, 45, e1061252025, 10.1523/jneurosci.1061-
25.2025,10.1523/JNEUROSCI.1061-25.2025. 

Okada, K-I., & Tanaka, M. (2025). Strategic switching in sen-
sorimotor synchronization. Journal of neurophysiology, 
134(2), 783-785, 10.1152/jn.00356.2025. 

Park, D., Lee, J., Tanabe, H., & Park, J. (2025). Exploring Move-
ment Control Strategies in Ballet Performance: Effect of Mu-
sic on Artistic Expression exploring. Proceeding of Interna-
tional Conference of Korean Society of Sports Biomechanics. 

Sano, C., & Takezawa, M. (2025). Examining the Possibility of 
Maladaptive Cultural Evolution through Oblique Transmis-
sion. Letters on Evolutionary Behavioral Science, 16(1), 8-
13, 10.5178/lebs.2025.124. 

Sato, S., Mori, K., Masuda, M., Suzuki, M., Taomoto, D., Ta-
kasaki, A., Shigenobu, K., Ouma, S., Shinagawa, S., Koba-
yashi, R., Watanabe, Y., Takeda, A., Miyagawa, Y., Ka-
wanami, A., Tsunoda, N., Hara, K., Hotta, M., Hidaka, Y., 
Yoshiyama, K., Kowa, H., Katsuno, M., Tsujino, A., Ikeuchi, 
T., Yabe, I., Nakamura, M., Tanaka, F., Kawakatsu, S., Arai, 
T., Yokota, O., Izumi, Y., Yoshida, M., Hashimoto, M., 
Watanabe, H., Sobue, G., Ikeda, M.; FTLD-J Study research-
ers, (2025). Nation-wide Japanese FTD consortium FTLD-J: 
Utility of case review meetings. International Psychogeriat-
rics, 100078, 10.1016/j.inpsyc.2025.100078. 

Sato, S., Uwatoko, H., Yaguchi, H., Yamada, M., Sato, K., Ka-
washima, A., Fukazawa, T., &  Yabe, I. (2025). A Retrospec-
tive Study of 116 Multiple Sclerosis Patients with Dimethyl 
Fumarate Treatment in a Single Institution in Japan. Internal 
Medicine, 10.2169/internalmedicine.6217-25. 

Sawagashira, R., & Tanaka, M. (2025). Neural correlates of 
memory updating in the primate prefrontal cortex. Communi-
cations biology, 8(1), 900-900, 10.1038/s42003-025-08271-
w 

Suimon, Y., Nishimura, M., Murata, M., Yoshida, S., Yokoi, K., 
Dong, Z., Kuno, N., Fujii, S., Tanei, Z.I., Yabe, I., Noda, K., 
& Ishida, S. (2025). Leucine-rich repeat kinase 2 promotes 
disintegration of retinal pigment epithelial cell: Implication in 
the pathogenesis of dry age-related macular degeneration. 
The American Journal of Pathology, 195(7), 1294-1310, 
10.1016/j.ajpath.2025.03.002. 
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Suzuki, K., Nakadegawa, Y., Miura, K., Shibuya, T., & Ohnuma, 
S. (2025). Understanding behavioral differences between ma-
chine agents and human participants based on how they play 
the energy transition game. Simulation and Gaming across 
Borders (55th International Simulation and Gaming Associa-
tion Conference), 10.1007/978-3-031-86555-8_3. 

Takahashi,T., Kimura, I., Vafaei, S., Takemi, M., Kawahara, J., 
& Yanagisawa, T. (2025). Effects of publicly available non-
invasive brain stimulation on attentional functions in healthy 
adults: A systematic review and meta-analysis, PsyArXiv, 
10.31234/osf.io/56xe9_v1. 

Takekoshi, A., Kimra, A., Miyazaki, Y., Oh-hashi, K., Kamada, 
S., Taguchi, Y., Sugawara, M., Watanabe, T., Ueno, Y., Ya-
guchi, H., Yabe, I., Fukata, Y., Fukata, M., & Shimohata, T. 
(2026). TMEM132A autoimmunity in patients with sus-
pected autoimmune cerebellar ataxia, Journal of Neuroim-
munology, 413, 578867, 10.1016/j.jneuroim.2026.578867. 

Tam, K-P., Ohnuma, S., Fairbrother, M., & Chan, H-W. (2025). 
They reduce, we reduce: Perception of other countries’ cli-
mate effort predicts support for climate policies. PLOS Cli-
mate, 4(12), e0000755, 10.1371/journal.pclm.0000755. 

Tarisawa, M., Matsushima, M., Kudo, A., Nomura, T., Uwatoko, 
H., Shirai, S., Takahashi-Iwata, I., Sakushima, K., Yaguchi, 
H., Yokota, I., Nishimoto, N., Sawada, J., Matsuoka, T., 
Uesugi, H., Minami, N., Sako, K., Takei, A., Hisahara, S., 
Kanatani, Y., Tamakoshi, A., Sato, N., & Yabe, I. (2025). 
Trends in invasive interventions and risk factors for early 
critical events in multiple system atrophy, The Cerebellum, 
24(5), 152, 10.1007/s12311-025-01905-z. 

Tsujisawa, Y., Takahashi-Iwata, I., Yabe, I., Mukaino, M., & 
Shibamoto, I. (2026). Utility of simple speech measures in 
amyotrophic lateral sclerosis assessment: Focus on alternat-
ing motion rate as a screening tool. Folia Phoniatrica et Log-
opaedica, 1-26, 10.1159/000550424. 

Yamada, K., Yaguchi, H., Nakamura, S., Horiuchi, K., Fujii, S., 
Nomura, T., Kudo, A., Takekoshi, A., Yoshikura, N., Ki-
mura, A., Shimohata, T., & Yabe, I. (2025). Efficacy of early 
rituximab treatment in anti-mGluR1 encephalitis: A case re-
port. BMC Neurology, 25(1), 319, 10.1186/s12883-025-
04345-8. 

Yamada, K., Yaguchi, H., Nakamura, S., Horiuchi, K., Fujii, S., 
Noumura, T., Kudo, A., Tasaki, K., Hara, M., Nakajima, H., 
& Yabe, I. (2025). Contrasting outcomes in two cases of anti-
contactin-associated protein-like 2 autoimmune encephalitis, 
Internal Medicine, 10.2169/internalmedicine.6343-25. 

Zhou, X.Y., English, A.S., Wei, L.Q., Yudiarso, A., Dash, A., 
Tipandjan, A., Biddle, A., Nami, B.H., Boonroungrutj, C., 
Chettiar, C., Daniele, P., Dubrov, D., Grigoryev, D., Sakan, 
D., Oliver, E., Korjenic, E.M., Campos, A.F.L., Novaes, F., 
Maricchiolo, F., Navarro-Carrillo, G., Belen, H., Gunawan, 
H., Jiang, H., Hofhuis, J., Kunst, J.R., Park, J., Neto, J.C.P., 
Huang, K.Y., Addington-Lefringhausen, K., Hossain, K.N., 
Martinez-Buelvas, L., Yousefi, M., Yuki, M., Falavarjani, 
M.F., Schwarzenthal, M., Klimek-Tulwin, M., Kosakowska-
Berezecka, N., Geeraert, N., Khieowan, N., Chobthamkit, P., 
Sun, Q., Cowden, R.G., Castro, R., Thomson, R., Tong, R.T., 
Malik, S., Lins, S., Ocovaj, S.B., Wang, S., Aquino, S.D., 
Kulich, S., Farid, T., Alves, T., Talhelm, T., Jovanovic, V., 
Yeung, V.W.L., Li, X.Y., & Zhang, X.Y. (2025). Under-
standing perceived COVID-19 changes, collectivism, and so-
cial exclusion: A cross-cultural study in 32 countries. 

International Journal of Intercultural Relations, 107, 
102198, 10.1016/j.ijintrel.2025.102198. 

 

【学術雑誌（国内誌）】 
藤井信太朗・矢口裕章・工藤彰彦・矢部一郎. (2025). Sez6l2 抗

体と小脳性運動失調症. 脳神経内科, 102(5), 508-516. 

伊藤資浩・河原純一郎. (2025). 動画広告における打消し表示

の文字サイズが視線停留と記憶に及ぼす影響. 心理学研

究, 96(4), 229-238, 10.4992/jjpsy.96.24004. 

伊藤泰幹. (2026). 札幌市におけるヒグマの出没「問題」とその

解決に向けて. 環境社会学研究, 31, 107-122. 

神田朔・周宇暉・金子沙永. (2025). 点滅する数字の知覚時間. 

VISION, 37(2), 59-67, 10.24636/vision.37.2_59. 

小濵祥子・飯田健. (2025). 米国における政党分極化と日米同

盟の信頼性に関する実験研究.国際安全保障, 53(1), 20-39. 

松島理明・矢部一郎. (2025). 筋疾患に対する Proactive medi-

cine と遺伝カウンセリング. 難病と在宅ケア, 31(9), 11-14. 
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江口克紀・矢口裕章・上床尚・飯田有紀・濱田晋輔・伊藤

芳子・本間早苗・武井麻子・森若文雄・矢部一郎. 
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